
第５学年１組 理科学習指導案 

第２校時 場所 理科室  授業者 境目 貴秀 

１ 単元名  電磁石メイズをクリアせよ！ 

 

エネルギー領域の実践では、量的・関係的な見方を働かせながら変数を大きくすると関係す

る値も大きくなるという学習が多くみられる。電磁石の学習でも「より強い電磁石を作る」こ

とを目標に、コイルの巻き数や電流を調節する活動が多い。しかし、実生活では電磁石は強け

ればよいわけでなく、目的に応じて磁力を調整する必要がある。例えば、スイッチのオン・オ

フや乾電池の大きさ・数、コイルの巻き数や導線の太さを変えることで強さをコントロールし

ている。モーターやスピーカー等が内蔵されている家電もこの機能を活用し、効率的にエネル

ギーを利用している。電磁石の学習では「強さ」だけでなく「適切な調整」に着目することが、

中学校でのエネルギーや科学技術の学習につながっていく。  

本実践の「電磁石メイズ」は PET 樹脂板と発泡ポリスチレン製の３つのパーツからなる教材

で、直径９mm のスチールボールを電磁石で操作し迷路を進む。電磁石は乾電池の直列・並列接

続や導線の巻き数を調整して磁力を変えられる。迷路には、極の向きを変えないと進めない仕

掛けや強い磁力が必要な仕掛け、逆に弱める必要がある仕掛けがある。これにより子どもたち

は、電磁石の強さや極の向きを状況に応じて調整する活動を通して、電磁石の性質を理解して

いくことが期待される。 

 

２ 単元について 

⑴ 本単元では、電磁石が鉄を引き付ける強さ（電磁石の強さ）に着目し、電流の大きさやコイ

ルの巻き数などの条件を制御しながら調べる活動を通して、電磁石の性質や働きについての理

解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付けるとともに、主に予想や仮説を基に解決の

方法を発想する力や、主体的に問題解決しようとする態度を育成することがねらいである。  

⑵ 第３学年では回路のつなぎ方や電気を通す物を扱い、電気が流れる仕組みに気づく。第４学

年ではモーターや豆電球等を通して電気の働きを学び、電気が生活に役立つことを理解する。

その上で第５学年では、電流と磁石の関係を調べ、乾電池のつなぎ方やコイルの巻き数によっ

て磁力が変化することを見いだす。この学びは、第６学年での発電や電気利用、中学校でのエ

ネルギー保存の法則へと発展する。 

⑶  本単元に関する子どもの実態は、次の通りである。（調査人数：３６人） 

① 電流の向きによって、モーターが反対に回ることや、乾電池のつなぎ方と電流の大きさの

関係について、直列つなぎでは電流が大きくなり豆電球等へのはたらきの大きさも大きくな

ると捉えられている子どもが多い。しかし、実際に乾電池を直列につなぐ際には、電流の流

れる向きを考えて、乾電池を正しく回路に組み込むことができない子どもが１０人いる。  

② 磁石の性質について、同じ極同士は退け合うことや異なる極同士は引き合うこと、また、

棒磁石についた鉄くぎが一時的に磁化して、他の鉄くぎを引きつける力をもつことを捉えて

いる子どもが多い。一方で鉄以外の金属（アルミ）も引きつけられると考えている子どもが

２３人いる。また、「スチール」＝「鉄」ということが定着していない子どもが多くいたこと

から、スチール缶が鉄でできていることを捉えていない子どもが多くいると考えられる。 

③ 第３学年の「風やゴムのはたらき」において、決められた場所に風やゴムの力を調整して

車を動かす活動を行っている。 



３ 単元の目標 

⑴ 実験で調べることで電流によって磁力が生じることや、その強さは電流の大きさやコイルの

巻き数など条件によって変化することを理解することができる。 

⑵ 電流がつくる磁力について、観察、実験等を行い、得られた結果を基に考察し、表現するな

どして問題解決することができる。 

⑶ 電磁石の性質や働きに興味・関心をもち、進んで電磁石メイズをクリアするために友達の考

えを受容しながら追究しようとする態度を養う。 

 

４ 指導計画 （１０時間取り扱い）  

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

１  電磁石メイズ

に挑戦し、主題

を設定する。 

○「この電磁石だとすべてをクリア

することができない」という困り

ごとから、主題「３つのステージ

をクリアするために電磁石をどの

ようにコントロールすればよいの

だろうか」を立ち上げる。 

【主】電磁石の強さを変化

させる要因について問い

をもち、追究しようとし

ている。 

（観察） 

２ 

～ 

７ 

２  ３つの迷路に

ついてそれぞれ

追究する。 

⑴  電磁石の極を

入れ替える条件

を追究する。 

⑵  電磁石の強さ

を強くしたり弱

くしたりする条

件を追究する。 

○ 自分の予想や仮説を基に、調べ

たい条件以外を制御しながら、変

える条件だけを変えて実験するよ

うにする。これにより、どの条件

が結果に影響したかを明確にでき

るようにする。 

○ それぞれに調べた結果を、要素

ごとに集約・整理することで、多

様な結果を比較して考察しやすく

する。 

【知】電流により磁力が発

生し、その強さは電池接

続とコイル巻数で変わる

と理解している。 

（観察） 

【思】複数の実験結果を比

較しながら条件と磁力の

関係を考察し、自分の考

えを分かりやすくまとめ

ている。 

（観察、振り返り） 

８ 

・
９ 

３  ３つの連続し

た迷路をクリア

するための電磁

石を調整する。 

○ 実験結果を一枚のグラフにまと

めることで、子どもが全体の傾向

を考察しやすくなり、最適な磁力

のバランスを予想・仮説を基に試

行錯誤できるようにする。 

（本時８／１０） 

【思】予想や仮説を基に実

験方法を立案し、試行錯

誤をしながら最適な磁力

の電磁石に調整してい

る。 

（観察、振り返り） 

１０ 

４  学習のまとめ

をする。 

○ 身の回りの電磁石が利用されて

いるものを調べることで、電磁石

の強さを調節しながら利用してい

ることに気づくことができるよう

にする。 

○ 自然事象や他者との関わりで自

分が働きかけたり受け入れたりし

たことを明確にして振り返る。 

【主】自然事象や他者との

関わりの中で、自分がど

のように働きかけたり受

け入れたりしたかを客観

的に振り返り、学習の理

解を深めている。 

（観察、振り返り） 



５ 本時の学習 

⑴ 目標 

  「電磁石メイズ」をクリアするための電磁石を追究する活動を通して、試行錯誤をしながら

最適な磁力の電磁石を見出すことができる。 

⑵ 展開 

時間 学習活動 子どもの思い・姿 

１０ 
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１０ 

 

 

 

 

 

 

５ 

１ 各ステージを組み合わせ

て３つ連続した迷路をクリ

アすることから、問題をつ

くる。 

 

 

 

２ 電磁石メイズをすべてク

リアする電磁石の強さを追

究する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 明らかになったことを全

体で、共有する。 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返り、

次回追究することを確認す

る。 

○ それぞれのステージをクリアするために、電磁石の

強さを変えたり極を入れ替えたりしたね。 

○ 乾電池のつなぎ方で電流の大きさを変えたり、コイ

ルの巻き数を変えたりして電磁石の強さを変えたね。  

○ 電流の向きを変えると、極が入れ替わったよね。  

○ ３つのステージを組み合わせた電磁石メイズをクリ

アするためにどうコントロールしたらいいのかな。 

○ コントロールできるのは１回だから、極の入れ替え

で使うしかないな。 

○  ２ｎｄステージでは、強い電磁石が必要だったけ

ど、３ｒｄステージでは、弱い電磁石が必要だね。 

○ でも、コイルの巻き数がそのままだと、３ｒｄステ

ージをクリアできないね。 

○ ２ｎｄステージと３ｒｄステージ両方をクリアでき

る強さにする必要があるな。 

○ あれ？予想と違って上手くいかないな。もしかした

ら今までの結果が間違っていたのかな。  

○ 成功と失敗のそれぞれの回数の間の強さってどうな

っているのかな？今までの結果を見るとその間の巻き

数は試してないよね。 

○ １００回巻きと２００回巻きの間の１５０回巻きで

挑戦してみよう。 

○ １５０回では強すぎるみたいだから、さらに半分の

１２５回ではどうかな？ 

○ １００回、２００回、３００回巻きどの巻き数でも

上手くいきませんでした。 

○ ２ｎｄステージと３ｒｄステージの結果をみて、成

功した巻き数と失敗した巻き数のちょうど中間の巻き

数で実験してみたら、上手くいきました。 

○ 乾電池２個にしたら、１２５回巻きだと上手くいき

ました。 

○ まだ、自分たちのグループは乾電池２個の１２５回

巻き試してないから次回試してみよう。 

○ 乾電池１個の時は、調整するのが難しそうだから、

乾電池２個で巻き数を変える実験をしてみよう。  



 

 

 

 

 

主体的・対話的で深い学びを生み出す教師の支援（発問・指示・教具・評価） 

○ これまでの仕掛けをクリアするために変更した条件を想起させることで、電磁石の強さや

極を変えるための条件を整理できるようにする。 

○ ３つの連続した迷路「電磁石メイズ」をクリアするために、これまでの学習を生かして条

件を変えながら最適な電磁石を探っていけばよいのではないかという見通しをもたせ、本時

の問題を設定する。 

 

 

○ 実験計画の意図を問いかけ、これまでの結果を示した掲示物を意識する声掛けをすること

で、子どもが既習内容を踏まえて自ら実験計画を立てられ

るようにする。 

○ 次の仕掛けに移るときには、電磁石をコントロールする回

数を１回に制限することで、最適な磁力の電磁石にするため

にどの条件を調整したらよいか試行錯誤しながら追究できる

ようにする。 

○ 今までの結果から数値を予想してから実験することで、

予想と違う結果が出た場合には、過去の実験データそのも

のが正しかったかどうかの視点で見直すことができるよう

にする。 

○ お互いの実験を自由に見に行くことができる環境にする

ことで、検証方法の工夫・改善に生かせるようになり、い

つでも自分たちの検証方法を変更しながら進めることがで

きるようにする。 

○ 各ペアの結果考察は、学習支援アプリを活用しカードに

記録することで、説明するときの根拠として活用できるようにする。  

○ 実験結果（成功：赤シール、失敗：黄色シール）を一枚の模造紙に集約させることで、多

くの実験データからより妥当な考察を導き出せるようにする。  

○ 考察場面では、各ペアによるデータを基に分析させること

で、最適な磁力の電磁石について調整できるようにする。  

○ 自分たちがどこまでできるようになって、次にどのような

調整が必要なのか説明させることで、次時への見通しをもつ

ことができるようにする。 

○ 学習支援アプリを活用し、「自分で発見したこと・考えたこ

と」「自分の中での新たな疑問」「友達の考えで発見できたこ

と納得できたこと」「友達の考えへの疑問」の４つのカードを選択して振り返りを記入させる

ことで、本時でどんな学びがあったのか客観的に自覚できるようにする。  

【評価】 

予想や仮説を基に実験方

法を立案し、試行錯誤を通

じて最適な磁力の電磁石に

調整している。 

（観察、振り返り） 

【教材・教具】 

○電磁石メイズ 

○スチールボール 

○乾電池、コイル 

○方位磁針、永久磁石 

ファイナルミッションをクリアするためにどんな電磁石にするとよいのだろうか。 

電磁石の強さや極を変化させる要因を追究してきた子どもたちは、３つの仕

掛けを一つなぎにした迷路に挑みます。調整できる回数を１回に制限して３つ

の仕掛けをクリアすることができる電磁石を追究する中で、今まで見いだして

きたデータ等を活用しながら電磁石を調整していこうとする姿を目指します。 

図１：電磁石メイズと電磁石 


